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研究成果の概要（和文）：カンボジアのプレイロング野生生物保護区の小学生のいる世帯を対象に、2020年（期
首）と2024年（期末）に食事と家計に関する質問紙調査及び身体計測を実施した。期首データの解析からは、
161人の子どものうち成長阻害の子どもは26.1％であり、自給自足よりも購入した食品から栄養摂取が高い傾向
が明らかになった。森林保全策の一つとして食料購入のための現金収入源の確保が重要であり、フタバガキ科の
天然樹脂採取業が収入源として注目された。しかし、違法伐採で樹脂採取が減少し、一部の世帯では生計維持の
ために自ら違法伐採して農地転用している。この状況を踏まえ、違法伐採対策の優先地域の分布を予測する方法
を開発した。

研究成果の概要（英文）：Physical measurements of primary school children and questionnaire surveys 
on diet and their household financial status were conducted in 2020 and 2024 in the Prey Long 
Wildlife Sanctuary, Cambodia. Analysis of the 2020 data revealed that 26.1% of the 161 children were
 stunted and showed a trend towards higher nutritional intake from purchased food than from 
subsistence food. As one of the forest conservation measures is to secure a source of cash income to
 purchase food, the natural resin extraction industry of the Dipterocarpaceae family was highlighted
 as a source of income. However, illegal logging has led to a decline in resin extraction, and some 
households have been illegally logging their own trees and converting them to agricultural land to 
maintain their livelihoods. In view of this situation, a method was developed to predict the 
distribution of priority areas for illegal logging control.

研究分野：人文地理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義は、地元の子どもの栄養改善を配慮した森林保全策には、森林を守るだけでなく住民が食料を購入す
るために必要な現金収入源を確保することも大切であることを定量的なデータを用いて示した点にある。社会的
意義は、地元の子どもの栄養改善を配慮した森林保全策の具体策として、栄養価の高い食料を購入しやすくする
ために、保護活動の一環として世帯の天然樹脂採取などの現金収入源を守り、そこに栄養教育を組み合わせるこ
とによって、子どもの栄養状態を改善する案を、上記解析結果と共に、現地住民、州知事、行政当局、NGO、研
究機関に共有した点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

開発途上国の森林は、山菜・キノコ、野生肉など様々な食料を周辺住民に供給しています。これ
らは日常的に入手でき栄養価が高い場合があるため、住民の健康維持に貢献している可能性が
あります。しかし、そのような森林の食料供給サービスの効果が検証されるより先に、農地化等
で急速に森林そのものが減少しています。とくに途上国ではその傾向が強くなっています。森林
保全策として、途上国では一般に森林保護区の設定や周辺住民への生計支援が実施されていま
すが、それらの効果を検証する研究は、森林面積、生物多様性、周辺の社会経済的側面を評価す
るにとどまっています。カンボジア中部にあるプレイロング野生生物保護区および周辺の森林
は、我が国の JCM（二国間クレジット制度）における REDD+（レッドプラス）プロジェクト
の対象地でもあります。 

 

２．研究の目的 

そこで本研究は、プレイロング野生生物保護区（PLWS）とその周辺を研究対象地とし、森林保
全が住民の摂取栄養素の多様性維持と子どもの栄養状態の改善に寄与するか検証することを目
的としました。 

 

３．研究の方法 

森林と食の関係を、従来研究で用いられる食材の種類という代替指標だけでなく、子どもの摂取
栄養素（主要栄養素および微量栄養素）と栄養状態（身長および体重）の指標を個別世帯ベース
で追跡調査することにより検証します。森林保護区設定にともなう介入前後と介入・非介入の比
較を通した社会実験的調査デザインを用いることで、森林保全が住民の摂取栄養素の多様性の
維持と子どもの栄養状態の改善に与える純効果の評価を試みます。 
 
４．研究成果 
PLWSとその周辺に住むサンプル世帯を対象としたアンケート調査を 2020 年 2月（期首）と 2024
年 2 月（期末）の 2 回実施しました。期末調査では、期首調査の研究対象者 161 世帯のうち約
86%（140 世帯）から栄養および社会経済データの両方を収集することができました。 
 
期首調査で得られたデータ（生計手段、食事内容、子どもの身長と体重など）を通じて、161 人
の子どもの栄養状態を評価しました。成長阻害（身長が伸び悩んでいる子ども）の割合（HAZ が
-2 以下）は 26.1％でした（図１）。自給自足農業よりも購入により食品を得ている子どもの方が
エネルギーや多くの栄養素（主要栄養素、ミネラル、ビタミン）の摂取量が高い傾向にあること
が明らかとなりました。また、一部の野生種がカルシウムやカリウムの摂取量の向上に貢献して
いることも明らかとなりました。 
 

 

図 1：調査対象児童の村別身体測定指標。WAZ：体重-年齢 z スコア、HAZ：身長-年齢 z スコ
ア、BMI-Z：体格指数（BMI）-年齢 zスコア。スコアが-2（オレンジ）以下、-3（赤）以下は、
それぞれ中等度・重度の低体重、発育阻害、急性栄養不良を示す。 
出所: Furukawa T, Shikanai S, Sekiyama M, Ehara M, Voeun S, Ly K, Hon N, Frechette 
J, Net N. Nutrient deficiency in children in the deforested front of Cambodia in 
relation to different food sources , IUNS-ICN、22:SY(T8)1-4／Annals of Nutrition and 
Metabolism 2023, Vol.79,Suppl.1 IUNS 22nd International Congress of Nutrition: 225, 
2022.12. 



 
このように、地元の子どもの栄養改善を配慮した森林保全策には、森林を守るだけでなく住民が
食料を購入するために必要な現金収入源を確保することも大切であることが示唆されました。
現地の伝統的な現金収入源であるフタバガキ科の樹木から得られる天然樹脂は、森林保全と現
金獲得を同時に達成する手段として期待できます。しかし、違法伐採による森林減少・劣化によ
り樹脂が採取できず収入が激減した世帯の中には、生計維持のために自ら違法伐採して農地転
用する世帯もあります。そこで、天然樹脂採取産業とそれに関連する生計を守るため、PLWS の
南西部（図２）における違法伐採対策の優先地域の分布（図３）を予測するための一連の方法を
開発しました。詳しくは、国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所「令和 6 年版 
研究成果選集 2024」をご覧ください。 
https://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/seikasenshu/index.html 
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図 2 調査地とプレイロング野生生物保護

区の位置（Ehara et al., 2023（CC 

BY-NC）を和訳） 

図 3 違法伐採による森林減少・劣化の影響を受けた世帯がいる確率

の高い村の場所（上）、樹脂採取業を守るために違法伐採対策

を優先的に行う区域（下）（Ehara et al., 2023（CC BY-NC）

を改変・和訳） 

 
 
これまでのデータ解析から、地元の子どもの栄養改善を配慮した森林保全策の具体案としては、
栄養価の高い食料を購入しやすくするために、保護活動の一環として世帯の天然樹脂採取など
の現金収入源を守り、そこに栄養教育を組み合わせることによって、子どもの栄養状態を改善す
る案が考えられました。本成果は、現地の住民、州知事、行政当局、NGO、研究機関等が出席し
たワークショップで共有されました。 

https://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/seikasenshu/index.html
http://creativecommons.org/licenses/by-nc/4.0/
http://creativecommons.org/licenses/by-nc/4.0/
http://creativecommons.org/licenses/by-nc/4.0/


 
本研究は新型コロナウィルス感染症蔓延の影響を受け、現地データ収集に大きな制約がありま
した。今後は、期末データの解析も含め、現地の REDD+プロジェクトが住民の摂取栄養素の多様
性維持と子どもの栄養状態の改善にどのように寄与しているのか詳細な分析を進める予定です。
ここから、国連持続可能な開発目標（SDGs）の陸上資源だけでなく貧困、保健課題を追究するた
めの重要な知見が得られることが期待されます。 
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